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 非木造家屋の評価実務 に関する状況調査票
※「非木造家屋の評価実務」受講希望者用（提出必須）※
	都道府県･市町村名
	
	所属
	
	氏名
	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この調査票は、非木造家屋の評価実務に関して、講師が研修生の経験年数や抱えている課題等を事前に把握し、令和5年７月３日に実施する「非木造家屋評価実務」において、できるだけ研修生のレベルに合わせた講義を行うことを目的として作成していただくものです。
なお、この調査票に記載していただいた課題の全てを講義で取り上げ、講師が個別に回答するものではありませんので、あらかじめご了承ください。

　【記入上の注意】
①　経験がない場合は「なし」と記載してください。
　　②　おおよその数字でかまいません。
③　鉄骨鉄筋コンクリート造（SRC造）、鉄筋コンクリート造（RC造）、鉄骨造（S造）、コンクリートブロック造（CB造）、軽量鉄骨造（LGS造）などを記載してください。複数ある場合は、取扱いの多い順に記載し、その割合も含めて記載してください。
　　④　具体的に記載してください。
　

	①非木造家屋評価における経験年数
	
	年
	②年間の非木造家屋評価棟
（うち、あなたが取り扱っている棟数）
	
（　）
	件
件

	③主に取り扱っている非木造家屋の構造（複数記載可）
	



	④実務上課題と考えていること
	



※この演習資料において受講生からご提供いただいた情報等については、当該研修の実施・運営を目的として利用・提供します（本資料は研修講師に送付することがあり、また、これらを研修の場において研修講師及び受講生に配付します。）。
　この個人情報の取扱いについては、本資料の提出をもって同意したものとみなします。
　また、今後実施する研修の参考にするための統計資料（特定の個人を識別することができない内容のもの）等の作成に利用する場合があります。
